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自己嫌悪感とそれに関連する要因の変化でみた  

青年期から成人期への発達過程  

筑波大学心理学系 佐藤 有耕   

The developmentalprocess from adolescence to adulthoodin terms of the changlng  
relationships between self－disgust and self－a放rmation，Self－WOrth，and reflection   

Ⅵ1hkoh Satoh（1hstitute dPgchol脚，thliveYSi＆qf7bukuba，7bukuba305－8572，ノ卸an）  

The purpose of this studyis toinvestigate the relation between the state of selトaffirmation，  

Self－WOrth，and renection andlevels of self－disgust・′伽o thousand，Six hundred participants，  

includingJunior highand senior highschooIstudents，university students，and adults were asked  

to complete a questionnaire consisting of14items concernlng Self－disgust，14items concernlng  

Selfra蝕mation，10items concernlng Self－WOrth，and12items concerning reflection．The results are  

as fo1lows・Respondentswith strong self－disgustreportedl）low self－eSteemandlow self－aCCeptanCe；  

2）highinterpersonalself－WOrth andlow productive self－WOrth；and3）many OppOrtunities fbr self－  

reflectionand highresistance to confront their negative aspects．  

Key words：Self－disgust，Self－a餓rmation，Selトworth，reflection，adolescence  

問  題  

青年期の自己嫌悪感の特徴を明らかにしようとし  

た研究はまだ少ない．どのような青年が自己嫌悪感  

を多く感じているのかについては，それほど明らか  

にされていないのが現状である．自己嫌悪感そのも  

のを構造的に解明しようとした研究（佐藤，1994；  

1997），自己嫌悪感の感情状態について構造的に解  

明しようとした研究（佐藤，1999b），自己嫌悪感の  

尺度作成に関する研究（水間，1996）も有岡ではある  

が，それだけではどんな心理状態の青年が自己嫌悪  

感を感じているのかについての情報は得られない．  

多くの情報を得るためには，他の心理的な特徴との  

開通を調べるような研究が必要になる．そして，他  

の心理的な特徴の変化が自己株悪感を感じることの  

変化とどのように関連しているのかを検討すること  

が重要だと考えられる．   

そこで本研究では，青年期にあると考えられる中  

学生から大学生までと，さらに社会人としてすでに  

社会参加している成人期までを村象として，自己嫌  

悪感及び自己嫌悪感に関連する要因について調査を  

行うことにした．自己嫌悪感に関連する要国として  

は，これまで大学生を中心にして自己株悪感との関  

連が検討されてきた研究（佐藤，1998；佐藤，1999a；  

佐藤・落合，1995）に基づき，自己肯定，自己価値，  

内省の3つを取り上げることにする．   

本研究の目的は，自己嫌悪感を感じることが多く  

なる時期を明らかにし，その時期の心理的特徴を調  

べ，いかなる心理的な変化が自己嫌悪感を感じさせ  

るようになるのかを明らかにすることである．そし  

て，自己嫌悪感の量的な変化にともなう青年期から  

成人期への心理的な発達過程について検討を加え  

る．  

方  法   

本研究で使用した質問項目   

本研究において分析された質問項目は次の4種類  

であった．  

（り自己嫌悪感14項目 佐藤（1997）で作成された   
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自己嫌悪感144項目から本研究用に選定された14項目  

である．回答は，「よく感じる／ときどき感じる／  

たまには感じることがある／あまり感じない／ほと  

んど感じない」の5件法で求めた．  

（2）自己肯定14項目 佐藤（2001）で使用された自  

尊心項目と自愛心項目から選定された自己肯定を表  

す14項目である．項目は受容的な自己肯定と評価的  

な自己肯定の2種類から構成されている．回答は，  

「ハイ／どちらかというとハイ／どちらともいえな  

い／どちらかというとイイエ／イイエ」の5件法で  

求めた．  

（3）自己価値10項目 佐藤（1999）で作成された自  

己価値項目から選定された．項目は生産的自己価値  

と対人的自己価値の2種類から構成されている．回  

答は，「まったくそう思う／少しはそう思う／どち  

らともいえない／あまりそう思わない／ぜんぜんそ  

う思わない」の5件法で求めた．  

（4）内省12項目 佐藤・落合（1995）で作成された  

項目を作成し直したもので，内省する機会の多さ，  

自己の否定的な部分を直視することへの抵抗，とい  

う2種類から構成されている．回答は，自己肯定14  

項目の場合と同一の5件法で求めた．   

本研究における調査回答者   

調査の実施は，関西圏と関東圏の2ケ所を中心に  

しており，公立中学1－3年生750名，公立高校1－  

3年生630名，大学生及び短大生及び専門学校生卜  

4年生629名であった．さらに，（1）の自己株悪感項  

目，（2）自己肯定項目については，大学生及び専門学  

校生341名，社会人250名を加えた．したがって，全  

回答者の総計は2600（男子1375，女子1225）名であっ  

た．年齢は中学生から大学生までは12－24才の範囲で  

あり，社会人は23－39才であった．平均年齢は，中  

学生13．1（ぶβ＝0．92）才，高校生16．4（Sか＝0．94）才，  

大学生19．8（S∂＝1．34）才，社会人29．2（5β＝4．19）  

才であった．   

調査の実施と分析   

調査実施の時期は2000年6－8月であった．分析  

に用いた統計パッケージは，PC－SAS．ver16．12，  

SmR．Vbェ4．0（田中，1992）であった．  

結果と考察   

1．自己嫌悪感得点の変化と自己肯定   

a．自己嫌悪感得点の変化   

社会人までを含む2600名全員の回答をデータ行列  

として自己株悪感ユ4項目を因子分析した．重みづけ  

をしない最小自乗法により初期解を求め，1田子解  

を抽出した（nblel）．その結果，14項目すべてが  

．40以上の負荷量を示していた．この1国子解の標  

準因子得点を用いて以降の分析を進めた．   

社会人も含めての学校段階間と男女間の得点を  

比較した．自己株悪感得点の平均値（S∂）は以下の  

通りであった（男子：中学生交＝－0，44（1．01），高校  

生支＝0．04（0．89），大学生支＝0．04（0．90），社会人  

支＝岬0．39（0．朗）／女子：中学生支＝－0．17（0．84），  

高校生支＝0．26（0．90），大学生支＝0．38（0．84）），社  

亀blel自己嫌悪感14項臼に関する因子パターン行列  

Fl  h2  平均値（SD）  

∬4計画したことを実行できない自分がいやだという感じ  

∬3自分で決めたことをやらずにいる自分がいやだという感じ  

JT4自分の気持ちをそのまま正直にあらわせない自分がいやだという感じ  

JT2まわりからどう思われるかを気にしている自分がいやだという感じ  

∬1自分が本当にしたいことがよくわからない自分がいやだという感じ  

∬6だらだら時間をむだに過ごしている自分がいやだという感じ  

∬5なまけている自分がいやだという感じ  

JTl人からの評価を意識しすぎる自分がいやだという感じ  

JT3思っていることを人にきちんと伝えられない自分がいやだという感じ  

JT6人を傷つけるようなことを言ってしまう自分がいやだという感じ  

∬2自分のやりたいことが見つからない自分がいやだという感じ  

JT5軽はずみなことばで人にいやな思いをさせる自分がいやだという感じ  

∬8スタイルが悪い自分がいやだという感じ  

∬7理想的な身長や体重にはほど遠い体型である自分がいやだという感じ  

66  43  3．28（1．24）  

64  41  3．42（1．26）  

60  36  3．05（1．28）  

59  35  3．35（1．29）  

59  34  2．91（1，34）  

58  33  3．38（1．33）  

56  32  3．59（1．17）  

56  32  3．29（1．24）  

55  31  3．31（1．28）  

53  28  3．18（1．21）  

53  28  2．98（1．39）  

52  27  3．06（1．21）  

52  27  3．38（1．31）  

43  18  3．00（1．43）  

因子寄与   

（％）  

順子負荷量と共通性については小数点省略，各項目得点の平均値及び標準偏差を表の右側に合体させた）   
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会人文＝－0．03（0．87）．二要因の分散分析の結果  

交互作用は見られず（∫（3，2592）＝0．77，nS），学校  

段階間（爪3，2592）＝56．飢，♪＜．001），男女間（F  

（1，2592）＝67．99，♪＜．001）の主効果に有意差が見  

られた．恥key（HSD）法により5％水準で多重比較  

した結果，大学生＝高校生＞社会人＝中学生（膿g  

＝0．80）という結果になった（群間に有意差がみられ  

た場合には不等号（＞）で，有意差のないことは等号  

（＝）を用いて表した）．男女間の結果は，女子＞男  

子であった．   

Fig．1に示したとおり，高校生と大学生が自己嫌  

悪感を感じることが多く，相対的に年齢の低い中学  

生と相対的に年齢の高い社会人では，自己嫌悪感を  

感じることが少ない．加齢にともなって自己嫌悪感  

を感じることは多くなり，高校生と大学生の時期を  

ピークとして，社会人（平均年齢29．2才）になるとま  
た自己株悪感を感じることは少なくなる．   

なお，学校段階を学年別に分け，社会人を未婚社  

会人と既婚社会人に分けて自己嫌悪感得点の推移を  

表すとng．2の結果が得られる．図中には平均年齢  

も記載してある．ここでは，各段階の人数を確保  

するために，男女込みにして分析した（ダ（11，2585）  
＝19．00，少＜．001）．恥key（HSD）法により5％水準  

で多重比較した結果から，以下のことが示された．  
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ng．1中学生から社会人までの自己嫌悪感得点の変化  
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Fig．2 中学生から社会人までを12段階に分けてみた自己嫌悪感得点の変化   
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容的自己肯定には交互作用がみられた（ダ（3，2592）  

＝7．75，β＜．001）．一方，評価的自己肯定では交互  

作用は見られず（ダ（3，2592）＝0．98，nS），学校段階間  

（ダ（3，2592）＝23．81，♪＜．001），男女間（ダ（1，2592）  

＝113．39，♪＜．001）の主効果に有意差が見られた．  

Tukey（HSD）法により5％水準で多重比較した結果，  

社会人＞大学生＞高校生＝中学生（購g＝0．80）と  

いう結果になった．男女間の結果は，男子＞女子で  

あった．   

受容的自己肯定と評価的自己肯定の各標準因子得  

点を正負で二分割し，得点が正の場合を高受容ある  

いは高評価，負の場合を低受容あるいは低評価とし  

た．そして両得点の正負を組み合わせることで自己  

肯定のあり方の4パターンを作成し，回答者を分類  

した．4パターンの人数構成は，′mble3に示した．   

この自己肯定の4パターン間で自己嫌悪感得点の  

高さを比較した．自己嫌悪感の高さの順に平均値  

ほ）とSβを示すと，「②低評価低受容」（支＝0．44／Sβ  

＝0．85），「①高評価低受容」（吏＝0．06βか＝0．糾），  

「③低評価高受容」（支＝－0．19侶か＝0．90），「④高評  

価高受容」（支＝－0．4冊＝0．91）．4パターン間で  

一安国の分散分析をした結果（ダ（3，2596）＝119．05，  

♪＜．001），有意差が見られた．多重比較（meyの  

HSD法；加惜E＝0．77；5％水準）を行った結果は，  

②低評価低受容＞（∋高評価低受容＞③低評価高受容  

＞④高評価高受容となった．この結果から見ると，  

自分を高く評価できることよりも，自分を受容する  

度合いが高いことの方が，自己嫌悪感を感じさせな  

最も年齢の高い既婚社会人（平均年齢31．8才）との  

間で有意差がみられたのは高校1年生から大学3年  

生までであった．この期間は，社会に出て結婚もし  

ている成人（既婚社会人）に比べて，自己嫌悪感を感  

じることが多い．しかし，中学3年生までと，大学  

4年生以降では，成人との差はみられなくなる．自  

己株悪感得点から見ると，成人期とは異なる青年期  

の時期とは，高校1年から大学3年生まで，と見る  

ことができる．そして，中学3年までは，思春期の  

身体変化は生じているにせよ，心理的にはまた別の  

時期と考えることもできよう．   

b．自己肯定の4パターン別にみた自己嫌悪感得点   

自己株悪感の場合と同じく2600名の回答をデータ  

行列として，自己肯定の2次元を表す14項目を因子  

分析した．重みづけをしない最′ト自乗法により初期  

解を求め，2因子解（Ⅵ血max回転）を最適解として  

抽出した（nble2）．   

第1因子は，項目作成の際に受容的な自己肯定  

を表すものとして作成された項目が．40以上の負荷  

を示しており，第1因子を受容的自己肯定の因子  

とした．一方第2因子に．40以上の負荷を示した項  

目は，すべて評価的な自己肯定を表す項目として  

作成されたものであった．そこで第2因子は，評  

価的自己肯定の因子とした．これら2国子の標準  

国子得点を算出し，以降の分析に便用した．これ  

ら2つの得点をグラフにしたものがFig．3とng．4  

である．ng．3のグラフから予想されるように，学  

校段階間と男女間の2要因分散分析を行うと，受  

nble2 自己肯定14項目に関する因子パターン行列（Ⅶdmax回転後）  

FI F2   h2  平均値（5∂）  

AC4自分は今のままの自分でよいと感じている  

AC5自分はこれでよいのだと感じている  

AC2自分の現状に満足できている  

ACl私は今の自分で十分だと思っている  

AC7自分は，今のままではいけない気がしている  

AC3今の自分の生活に納得している  

AC6今の自分では，まだたりないと思う   

EV5人から注目されるくらいすばらしいところが，自分にはある  

EV7自分には，特別すばらしいところはとくにない  

EV6自分には人よりもめだって優れているところは別にない  

EV2自分は能力的には，かなり高いほうだと思う  

EVl自分は他の人に比べて優れているような気がする  

EV4自分は他の人から－一日おかれる存在だと思っている  

EV3私が本気を出せば人よりうまくやれると信じている  

2．53（1．33）  

2．52（2．52）  

2．36（1．24）  

2．32（1．28）  

3．67（1．28）  

2．58（1．32）  

4．24（1．03）   

2．51（1．24）  

3．10（1．31）  

3．33（1．27）  

2．28（1．15）  

2．24（1．11）  

2．34（1．12）  

3．37（1．19）  
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因子寄与  3．77 3．21 6．99   

（％）  49．90  
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いことに関連していると考えられる．   

c．自己肯定と自己嫌悪感の発達   
胤1e3に示した4×4のクロス表のデータをズ2  

検定した結果，人数の偏りには有意差がみられた  

（ズ2（9）＝108・93，♪＜．01）．残差分析の結果を整  

理すると，中学生では，どちらも自己嫌悪感得点が  

負である③低評価高受容，④高評価高受容が多いこ  

とが示されている．高校生では，自己嫌悪感得点が  

最も高い②低評価低受容が多い．大学生では①高評  

価低受容が多い．そして，最も年齢の高い社会人で  

は，大学生と同じく①高評価低受容が多く，さらに  

年齢の最も低い中学生と同じように④高評価高受容  

群が多くなっていた．   

この結果と併せて自己嫌悪感の発達的変化につい  

て考察してみる．まず，中学生で自己嫌悪感が低  

かった理由は，自分を受容しているからと考えられ  

る．中学生では，③低評価高受容と④高評価高受容  

という2つの高受容パターンに人数が多く偏ってい  

たのである．一一方，中学生と同様に自己嫌悪感が低  

い社会人では，①高評価低受容と④高評価高受容と  

いう2つの高評価パターンに人数が多く偏ってい  

た．社会人の場合には，中学生に比べると，自分を  

受容することもさることながら，自分を高く評価で  

きるようになっているために，自己嫌悪感が低いこ  
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ng．3 中学生から社会人までの受容的自己肯定得点の変化  

mg．4 中学生から社会人までの評価的自己肯定得点の変化   
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者が多いが，大学生では高評価低受容で自己嫌悪感  

を感じている者が多いことである．つまり，大学生  

と高校生は同じように自己嫌悪感を多く感じている  

としても，その意味あいは若干異なっている．大学  

生の場合は，高校生に比べれば自己を高く評価して  

いるが，それでもまだ自分に満足できずに自己嫌悪  

感を感じていると考えられる．自分を高く評価でき  

ないからではなく，ある程度自分を高く評価しては  

いるが，自分に対する理想や要求水準が高く，なお  
いっそうのレベルを求める気持ちのゆえに自己嫌悪  

感が多く表れてくると考えられる．しかし，高枚生  

の場合は，自分を高く評価することもできず，その  

ような自己を受容することもならず，自己嫌悪感に  

苦しんでいると考えられる．自己嫌悪感を感じてい  

る高校生の方が，自己嫌悪感を感じている大学生よ  

りも，事態は深刻なように思われる．   

最後に，自己肯定と自己株悪感の発達についてま  
とめてみると，次のようになる．まず自己嫌悪感が  

顕著に表れてくる時期は，自分に対する評価は低  

く，それゆえ受容もできずに自己嫌悪感を感じてい  

る．そして，そのあと，ある程度自己を評価できる  

とが考えられる．なお，自己嫌悪感得点を目的変  

数，2つの自己肯定得点を説明変数として重回帰分  

析（ステップワイズ法）を行うと，このことを示唆す  

る結果が得られる．中学生では点2＝0．14（ダ（2，747）  

＝60．41，少＜．001），標準偏回帰係数βは，評価的自  

己肯定で′ヲ＝一．16（f（747）＝－4．09，♪＜．001），受容  

的自己肯定でノ9＝－－．32（H747）＝－4．09，♪＜・001）  

となる．社会人ではこれが，皮2＝0．21（∫（2，247）  

＝33．01，♪＜．001）となり，評価的自己肯定ではβ  

＝－．28（H247）＝－5．28，♪＜．001），受容的自己肯  

定ではβ＝－．33（f（247）＝－6．66，♪＜・㈹1）となっ  

た．年齢が上の社会人では，自己嫌悪感得点の変動  

に対する評価的自己肯定の効果が大きくなってい  

る．すなわち，どの年齢でも自己を受容できること  

が自己嫌悪感を低めるのであるが，社会人では中学  

生に比べると，自己を高く評価できることによって  

も自己嫌悪感を感じることは少なくなると考えられ  

よう．そして，自己嫌悪感を多く感じているのは高  

校生と大学生であったが，両者の特徴はまず受容的  

自己肯定が低いということである．両者の遠いは，  

高校生では低評価低受容で自己嫌悪感を感じている  

籠ble3 中学生から社会人までの自己肯定の4パターンの人数比と自己嫌悪感得点  

①高一評価  ①低一評価   

低一受容  低一受容  

③低一評価  ④高一評価   

高一受容  高一受容  

人数化ヒ）   

中学生  125（16．67％）  

－6．12＝   

145（23．02％）  

－1．20   

289（29．79％）  

4．54＊＊   

86（34．40％）  

3．69…   

糾5（24．81％）  

191（25．47％）  

－2．71＊＊   

228（36．19％）  

4．39＊＊  

297（30．62％）  

1．17   

45（18．00％）  

－4．12＊＊   

761（29．27％）  

231（30．80％）  

4．41＊＊  

135（21．43％）  

－2．33＊   

203（20．93％）  

－3．63＊＊  

79（31．60％）  

2．57＊   

648（24．92％）  

203（27．07％）  

4．84＊＊  

122（19．37％）  

－1．16  

181（18．66％）  

－2．26＊  

40（16．00％）  

－2．04＊   

546（21．00％）  

高校生  

大学生  

社会人  

全体  

自己嫌悪感得点（S∂）   

全 体   

中学生   

高校生   

大学生   

社会人   

0．06（0．84）  0．44（0．85）  

－0．17（0．87）  0．18（0．91）   

0．20（0．81）  0．47（0．鋸）   

0．15（0．83）  0．61（0．81）  

－0．18（0．80）  0．21（0．82）  

－0．19（0．90）  －0．40（0．91）  

－0．49（0．91）  －0．62（0．87）  

－0．12（0．87）  －0．25（0．93）   

0．07（0．82）  －0．19（0．89）  

－0．09（0．84）  －0．58（0．87）  

ズ2（9）＝108．93，♪＜．01  

人数（比）の上段は人数（％），下段は調整された残差。＊♪＜．05，＊＊♪＜．01  

稽差の＋値は期待度数以上，一倍は期待度数以下であることを示す。  

ex．「①高一評価 低一受容」は，評価的自己肯定の得点が高く受容的自己肯定の得点は低い人を表す   
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すものとして作成された項目が高い負荷を示してお  

り，第1因子を対人的自己価値の因子とした．一方  
策2因子に．40以上の負荷を示した項目は，すべて  

生産的自己価値を表す項目として作成されたもので  

あった．そこで第2因子は，生産的自己価値の因子  

とした．これら2因子の標準国子得点を算出し，以  

降の分析に使用した．これら2つの得点をグラフに  

したものがFig．5とFig．6である，学校段階間と男  

女間の2要因分散分析を行うと，対人的自己価値  
では交互作用がみられず（ダ（2，2003）＝0．51，nS），  

学校段階間（∫（2，2003）＝30．41，カく．001），男女間  

（ダ（1，2003）＝64．02，♪＜．001）の主効果に有意差が  

ようになっても，自己嫌悪感を感じることは少なく  

ならず，自己を受容できるようになってはじめて自  

己嫌悪感を感じることが少なくなる．   

2．自己価値からみた自己嫌悪感得点の変化   

a．自己価値項目の分析   

中学生から大学生までの2009名の回答をデータ行  

列として，自モ．価値の2次元を表す10項目を因子分  

析した．重みづけをしない最小自乗法により初期解  

を求め，2国子解（Ⅶrimax回転）を最適解として抽  

出した（′hble4）．   

第1因子は，項目作成の際に対人的自己価値を表  

壮
漢
因
子
得
点
 
 

0  

Fig．5 中学生から大学生までの対人的自己価値得点の変化  

ハ
U
 
 
 

槽
漢
因
子
得
点
 
 

ng．6 中学生から大学生までの生産的自己価値得点の変化   
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準因子得点を正負で二分劃し，得点が正の場合を高  

価値，負の場合を低価億とした．そして両得点の正  
負を組み合わせることで自己価値のあり方の4パ  

ターンを作成し，回答者を分類した．4パターンの  

人数構成は，′mble5に示した．   

この自己価値の4パターン間で自己嫌悪感得点の  

高さを比較した．自己嫌悪感の高さの順に平均値（吏）  

とぶ∂を示すと，「①高対人低生産」（吏＝0．3肌∽  

見られた．Thkey（HSD）法により5％水準で多重  

比較した結果，大学生＞高校生＝中学生（〟Sg  

＝0．77）という結果になった．男女間の結果は，女  

子＞男子となった．一方，Rg．6から予想されるよ  

うに，生産的自己価値では交互作用が有意となった  

（ダ（2，2003）＝7．08，♪く001）．   

b．自己価値の4パターン別にみた自己嫌悪感得点   

続いて，対人的自己価値と生産的自己価値の各標  

Thble4  自己価値10項目に関する国子パターン行列（Vhrimax回転後）  

FI F2  h2  平均値（5β）  

3．31（1．23）  

3．54（1．14）  

3．49（1．22）  

3．61（1．19）  

2．97（1．10）  

2．69（1．24）  

2．92（1．14）  

2．83（1．23）  

3．51（1．17）  

3．03（ユ．14）  

3
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5
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5
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7
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IP2私がそばにいることを心から喜んでくれる人がいる  

IP4いつも私のことを気にかけてくれる人たちがいる  

IP5私には私が守らなければならない人たちがいる  

IPl私には私が支えるべき大切な人たちがいる  

IP3私は人から必要とされている   

ID2全力で生きていると実感できる毎日である  

ID3生き生きとして自分の仕事に取り組んでいる  

IDlやりがいのあることができて，日々充実している  

ID5私には前向きに取り組んでいることがある  

王D4これまでに多くの仕事や課題を達成している  

3
 
1
 
6
 
6
 
3
 
6
 
6
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3
 
3
 
 

6
 
5
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2．84 2．48 5．32  

31．83  

Ⅰ月J■・寄り・   

（％）  

（因子負荷景と共通性については小数点省略，各項目得点の平均値及び標準偏差を表の右側に合体させた）  

nble5 中学生から大学生までの自己価値の4パターンの人数比とf‘i己嫌悪感得点  

‡ノ高一対人  す低】対人  3∫低一対人  車高一対人  

成一生産  高一生産  低れ生産  低一生産  

人数（比）   

中学生  111（14．80％）  

－7．31＊＊  

162（25．71％）  

1．37＊＊  

205（32．59％）  

6．25＊＊  

478（23．79％）  

170（22．67％）  

一2．43＊  

213（33．81％）  

5．60＊＊  

134（21．30％）  

一3．07＊＊  

517（25．73％）  

244（32．53％）  

8．99＊＊  

108（17．14％）  

－3．42…  

86（13．67％）  

－5．96粕  

438（21．80％）  

225（30．00％）  

1．02  

147（23．33％）  

－3．58＊＊  

204（32．43％）  

2．52＊  

576（28．67％）   

高校生  

大学生  

全体  

自己嫌悪感得点（ぶβ）   

全 体   

中学生   

高校生   

大学生  

0．30（0．90）  

0．05（0．83）  

0．28（0．96）  

0．46（0．86）  

0．11（0．96）  －0．23（0．90）  －0．19（0．91）  

－0．19（0．97）  －0．46（0．90）  －0．42（0．96）   

0．18（0．93）  －0．01（0．85）  0．01（0．78）   

0．36（0．90）  0．16（0．78）  －0．08（0．89）  

方2（6）＝145・22，♪＜川1  

人数（比）の上段は人数（％），下段は調整された残差．＊♪＜．05，＊＊♪＜．01．  

残差の十倍は期待度数以上，一倍は期待度数以下であることを示す．  

ex．h届一対人 低一生産」は，対人的自己価値の得点が高く生産的自己価値の得点は低い人を表す   
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り，自分が人の支えになっているという責任感を感  

じることは，その人の力にもなるが，その人自身が  
うまく行っていない場合には，逆にプレッシャーと  

なり，新たな苦しみを加えることになる．対人的な  

自己価値が高い場合，すなわち相手に対する自分の  

価値を十分自覚している場合には，その人たちへの  

責任や罪の意識も作用するのであろうか，自己株悪  
感がより多く感じられる場合があることが示され  

た．   

最後に自己価値と自己嫌悪感の発達をまとめてみ  

る．自己株悪感が顕著に表れてくる時期は，生産的  

な自己価値も対人的な自己価値も低く，自己嫌悪感  
を感じることも多くなる．そしてそのあと，対人的  

自己価値がまず高くなる．しかし，対人的自己価値  
が高くなったことで，より自己株悪感を多く感じる  
ことになる場合もある．対人的自己価値が高くなっ  

ても，生産的自己価値が高くなっていない場合に  

は，逆にいっそう多くの自己株悪感を感じさせるこ  

とになる．   

3．内省項目からみた自己嫌悪感の変化   

a．内省項目の分析   
中学生から大学生までの2009名の回答をデ岬夕行  

列として，内省項目として用意した12項目を因子分  
析した．重みづけをしない最小自乗法により初期解  

を求め，3国子解（Ⅶrimax回転）を最適解として抽  

出した（′払ble6）．   

第1因子は，項目作成の際に内省する機会の多さ  
を表すものとして作成された項目が高い負荷を示し  

ており，第1国子を「内省する機会の多さ」の国子  

とした．第2因子と第3因子は，自己の否定的な部  

分を直視することへの抵抗を表すものとして作成さ  

れた項目が，直視することへの抵抗を表す項目と，  

抵抗せず直視する姿勢を表す項目に分かれたもので  

あった．そこで第2因子は，「嫌悪的側面直視への抵  

抗」の因子，第3因子は「嫌悪的側面への自己対峠」  
の国子とした．これら3陽子の標準因子得点を算出  
し，以降の分析に使用した．これら3つの得点をグ  

ラフにしたものが隅g．7，隅g．8，Rg．9である．学  

校段階間と男女間の2要因分散分析を行うと，内省  
する機会の多きの得点伊（2，2003）＝3．軋♪＜．05）  

と，嫌悪的側面直視への抵抗の得点伊（2，2003）  
＝4．02，少＜．05）では交互作用がみられた・嫌悪  

的側面への自己対時の得点では交互作用がみられ  

ず（ダ（2，2003）＝1．24，nS），学校段階間（ダ（2，2003）  

＝9．92，ク＜．001）の主効果には有意差がみられた  

が，男女間（封1，2003）＝2．67，nS）では有意差はな  

かった．′mkey（KSD）怯により5％水準で多重比較   

＝0．90），「②低対人低生産」（豆＝0．11侶か＝0．96），  

「④高対人高生産」（更＝－0．1膵＝0．91），「③低対  
人高生産」（豆＝れ0．23侶Dニ0．90）．4パターン間で  

一要因の分散分析をした結果（ダ（3，2005）＝36．55，  

♪＜．001），有意差が見られた．多重比較（取keyの  
HSD法；〟5E＝0．85；5％水準）を行った結果は，  

①高対人低生産＞②低対人低生産＞④高対人高生産  

＝（さ低対人高生産となった．自己嫌悪感得点が正の  
億を示したのは，生産的自己価値が低いパターンの  

人であった．生産的な自己価値を感じられない場  

合，すなわち生産的で充実した生活を送れていない  

ことが，自己株悪感を感じることを多くさせてい  

る．   

さて，一般論として考えるなら，自己価値が低い  

ことは自己を否定的に見ることにつながり，自己に  

対する否定的な感情とされる自己嫌悪感を感じるこ  

とにつながりそうである．したがって，対人的自己  

価値が高いことも生産的自己価値が高いことも，自  

己嫌悪感を多く感じることにはつながらないと予想  

するのが一般的であろう．しかし，そのような予想  

と結果は異なっていた．最も自己株悪感を多く感じ  

ていたのは，①高対人低生産に分類された，対人的  

な自己価値は高いが生産的な自己価値が低いという  

青年であった．つまり，他者から価値ある存在とし  

て認められ，自分も他者に対して価値ある存在であ  
ると認識しながら，生産的で充実した生活を送れて  

いない青年こそ自己嫌悪感を感じることが多いとい  

う結果であった．   

c．自己価値と自己嫌悪感の発達   
nble5に示した4×4のクロス表のデータをが  

検定した結果，人数の偏りには有意差がみられた  

（ズ2（6）＝145・22，カ＜・01）・残差分析の結果を整理  
すると，中学生では，自己株悪感得点が最も低い  
③低対人高生産パターンに分類される人が多いこと  

が示されている．高校生では，自己株悪感得点が正  

である⑧低対人低生産パターンに分類される人が多  

い．そして，大学生では庄）高対人低生産パターンと  

④高村人高生産パターンに分類される人が多い．   

大学生は自己株悪感を感じることが多いという結  

果が得られているが，その大学生の中では，①高対  

人低生産パターンに分類される場合が最も多い．こ  

の一群の大学生は，自分はまわりから期待されてい  

るのだし，私ががんばらなければならないのだ，そ  

れなのに生産的で生き生きと充実した生活を自分は  

送れていない，そんな気持ちもあって自己嫌悪感を  

感じているようである．人の存在は自分を支えるも  
のでもあるが，自己株悪感を感じている青年には，  

自分を責めるものでもある．良い人に支えられた  
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Fl f、1 Fl h2 平均値（£か）  

3．69（1．20）  

3．71（1．19）  

2．16（1．16）  

2．33（1．24）  

4．08（1．08）  

2．82（1．35）  

馴5自分のことを振り返っていろいろ考えるほうだと思う  

IN6自分についていろいろ考えることが多い  

m3自分のことを反省したり振り返ったりすることはめったにない  

INl自分自身について考えることはめったにない  

m4自分のしたことや言ったことをあとから思い返してみることが多い  

IN2自分についてじっくり考えるのは苦手だ   

RE3自分の中のイヤなところについては考えたくない  

RE2自分のイヤなところは見たくない  

REl自分の中にあるいやな点に気づくと，それ以上考えたくなくなる  

RE4イヤな自分に気づいても，目をそらさずにいられる  
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RE5自分のダメなところについて，きちんと考えるように心がけている   34 －14 63  54 3．42（1、16）  

RE6自分の中のイヤな部分こそ，ちゃんと見つめて考えるようにしている  33 －18 61 513．24（1．09）  

因子寄与  2．631．421．鵬 5．09   

（％）  42．42  

（因子負荷量と共通性については小数点省略，各項目得点の平均値及び標準偏差を表の右側に合体させた）  

Fig．7 中学生から高校生までの内省する積会の多さ得点の変化  

した結果，大学生＝中学生＞高校生（〟S且＝0．56）  

という結果になった．高校生では，自分の味な部分  

について向き合おうとする姿勢が薄いことが示され  

た．   

b．内省のあり方の4パターン別にみた自己嫌悪  

感得点   

次に，内省に関する3種類の得点と自己嫌悪感得  

点の関連を重回帰分析（ステップワイズ法）によっ  

て検討した．その結果，全体の結果では虎2＝0．20  

（ダ（3，2005）＝169・52，♪＜．001），標準偏回帰係数′√9  

は，内省する機会の多さの得点でβ＝．43（H2005）  

＝19．55，♪＜．001），嫌悪的側面直視への抵抗の  

得点でノウ＝．23（H2005）＝10．05，♪＜．001），嫌悪的  

側面への自己対時の得点では数値がやや小さくβ  

＝．08（f（2005）＝3．29，♪＜．001）となった．中学生，  

高校生，大学生に分けて重回帰分析をした場合，  

大学生では嫌悪的側面への自己対時の得点は説明  

変数として選出されなかった．その結果は，忍2＝  

0．16（ダ（2，626）＝59．20，♪＜．001），標準偏回帰係数  

／9は，内省する機会の多さの得点でβ＝．35（f（626）  

＝臥47，♪＜．001），嫌悪的側面直視への抵抗の得点  

でβ＝．29（f（626）＝7．21，♪＜．001）であった．年齢   
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Fig．8 中学生から大学生までの嫌悪的側面直視への抵抗得点の変化  

ng．9 中学生から大学生までの嫌悪的側面への自己対峠得点の変化  

が上がった大学生では，嫌悪的側面直視への抵抗の  

大きさが，自己嫌悪感を感じさせることに果たす役  

割が大きくなるようであった．   

第3番目の因子であった嫌悪的側面への自己対時  

の得点は，自己株悪感との関連がそれほど大きくは  

なく，意味内容からも第2国子の嫌悪的側面直視へ  

の抵抗の得点で代替できると考えてこれを除き，こ  

れ以降では，内省する機会の多さの得点と，嫌悪的  

側面直視への抵抗の2つの得点を用いることにし  

た．   

そして，この2つの標準因子得点を正負で二分割  

し，得点が正の場合を内省多，抵抗大，負の場合を  

内省少，抵抗小とした．そして両得点の正負を組み  

合わせることで内省のあり方の4パターンを作成  

し，回答者を分類した．4パターンの人数構成は，  

′mble7に示した．   

この内省のあり方の4パターン間で自己株悪感  

得点の高さを比較した．自己株悪感の高さの順に  

平均値（豆）と5βを示すと，「④内省多／抵抗大」（支  

ニ0．41侶∂＝0．7郎，「①内省多／抵抗小」（支＝0．16侶か  

＝0．90），「③内省少／抵抗大」（吏＝－0．16侶β＝0．92），  

「②内省少／抵抗小」（豆＝一0．5脚＝0．93）．4パ   
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①内省一多  ②内省一少  ③内省一少  ④内省一多   

抵抗一小  抵抗一小  抵抗一大  抵抗一大  

人数（比）   

中学生  143（19．07％）  

－4．40＊＊   

190（30．16％）  

3．96＊＊   

160（25．44％）  

0．63   

576（28．67％）  

284（37．87％）  

9．56＊＊   

147（23．33％）  

－1．70   

87（13．83％）  

－8．27＊＊   

438（21．80％）  

226（30．13％）  

6．89＊＊   

108（17．14％）  

－3．49＊＊   

106（16．85％）  

－3．69＊＊   

517（25．73％）  

97（12．93％）   

－11．46＊＊   

185（29．37％）  

1．08   

276（43．88％）  

10．88＊＊   

478（23．79％）  

高校生  

大学生  

全体  

自己株悪感得点（ぷ））   

全 体   

中学生   

高校生   

大学生   

－0．16（0．92）  0．41（0．78）  

－0．29（0．87）  0．11（0．81）  

－0．08（1．01）  0．46（0．70）  

－0．50（0．93）  

－0．71（0．91）  

－0．28（0．91）  

0．16（0．90）  

－0．06（1．06）   

0．22（0．84）   

0．21（0．87）  －0．28（0．92）  0．15（0．83）  0．62（0．76）  

ズ2（6）＝252・08，♪＜・01  

人数（比）の上段は人数（％），下段は調整された残差．＊♪＜．05，＊＊♪＜．01．  

残差の十値は期待度数以上，一倍は期待度数以下であることを示す．  

ex．「・二‡）内省一多 抵抗一小」は，内省する機会の多さの得点が高く嫌悪的側面直視への抵抗の得点が低い人  

を表す  

嫌悪感を感じ，内省もしているのだが，自己を直視  

することから逃げずにいられないほどに苦しさを感  

じているのは高校生である，と言えるのではないだ  

ろうか．大学生の場合は，内省することが多く，自  

己株悪感を感じることも多いのだが，いやな自分に  

ついても目を向けられるくらいには自己が成長して  

いるのだと思われる．いやな自分から逃げようとす  

る傾向が強いということは，それだけ高校生の自己  

が未成熟であるということであり，そしてその分だ  

けいっそう自己嫌悪感を感じることが辛い体験と  

なっていると考えられる．   

ところで，大学生の中で，唯一自己嫌悪感得点  

が負となっていたのは，②内省少／抵抗小という  

パターンの人であった．内省をすることも少ない  

が，いやな自分を見るにも抵抗はないという心理  

状態は，自己が成長し，成人の自己に近づいたこと  

で到達できる心理状態ではないかと考えられる．そ  

こで，大学生の年齢を4パターン別に調べてみた．  

平均年齢は若い順に，「④内省多／抵抗大」（19．41才  

／£∂＝1．43），「③内省少／抵抗大」（19．70才／5∂  

＝1．41），「①内省多／抵抗小」（19．閏才／5β＝1．41），  

「②内省少／抵抗小」（20．01才／£D＝1．38）であっ  

た．4パターン間で一要因の分散分析をすると（ダ  

（3，625）＝3．96，♪＜．01），有意差が見られた．多重   

ターン間で一要因の分散分析をした結果（F（3，2005）  

＝95．13，♪＜．001），有意差が見られた．多重比較  

（ThkeyのHSD法；MSE＝0．78；5％水準）を行っ  

た結果は，4パターン間すべてに有意差が見られ，  

④内省多／抵抗大＞①内省多／抵抗′ト＞③内省少／  

抵抗大＞②内省少／抵抗小となった．自己嫌悪感を  

感じることが最も多いのは，自分について振り返り  

あれこれ考えることが多いのだが，自分の中のいや  

なところについて考えることからは逃避したくなる  

というパターンの人であった．   

c．内省と自己嫌悪感の発達   

この得点の結果と，先ほどの3×4のクロス表を  

ズ2検定した結果とを併せて考察してみる．まず，  

人数の偏りには有意差がみられた（ズ2（6）＝252・08，  

♪＜．01）．残差分析の結果を整理すると，中学生で  

は，内省が少ない②内省少／抵抗小，③内省少／  

抵抗大というパタ｝ンが多いことが示されている．  

高校生では，自己嫌悪感得点が最も高い④内省多／  

抵抗大というパターンが多い．そして大学生では，  

①内省多／抵抗小というパターンが多い．大学生の  

4割以上がこのパターンに含まれる．最も自己嫌悪  

感が高くなるのは，④内省多／抵抗大というパター  

ンに分類され人たちであり，このパターンの人は，  

中学生，大学生に比べて，高校生で多かった．自己  
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ると受容することはまだ難しいので，そのような自  

分を見つめることには抵抗が大きい．このような心  

理状態で自己嫌悪感を感じることが多くなっている  

のが，高校生であった．   

大学生の頃には，自己を受容する気持ちはまだ低  

いが，自己に対する評価は高くなってくる．また，  

対人的な意味での自己価値が高くなり，人との関係  

を支えに自己の存在を価値づけることができるよう  

になる．そして，内省する機会は多いものの，自分  

の中のいやな自分を見つめることから逃げようとす  

る気持ちは少なくなっている．しかし，大学生の頃  

には，対人的な意味での自己価値は認められるよう  

になっているが，生産的な意味での自己価値は，ま  

だ自分でも十分なものだとは思えていない．対人的  

な自己価値に見合うだけの生産的な自己価値を認め  

られないことが自己嫌悪感を感じさせている，これ  

が大学生の時期の特徴である．   

高校生に比べて大学生では，ある程度自己の外の  

世界に目が向くようになり，他者の存在の意味が大  

きくなってくる．他者の存在を重視することは，自  

分の非力さをいっそう厳しく感じさせることにな  

り，また新たに自己嫌悪感を生じさせてしまう．し  

かし成人期になると，自己を評価することも受容す  

ることもできるようになり，自己の中の問題の多く  

は解決されてゆく．そうして内なる世界から自己の  

外の世界へと視線が移ってゆくことにより，内省す  

る機会も少なくなる．自己嫌悪感を感じることも少  

なくなっていく．そのとき，成人に近づいた青年の  

興味や関心は，もはや自分づくりのための自己との  

対話に向けられるのではなく，現実の社会の中での  

活動に向けられていくであろう．そのようにして，  

成長した青年は自己の内的世界を中心とする生活か  

ら脱し，現実の社会へ参画していく準備を始めるの  

だと思われる．  
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